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【手続補正書】
【提出日】平成23年7月4日(2011.7.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のホログラムを含むホログラフィ記憶層上に位相マスク層を有し、該位相マスク層
は、位相パターン領域と、伝搬ビームの位相前に中立である中立領域とを有するホログラ
フィ記憶媒体において、
　前記位相パターン領域は、前記ホログラフィ記憶層の中に参照ビームを結合するように
適合され、前記中立領域は、前記ホログラフィ記憶層の中に物体ビーム又は前記ホログラ
フィ記憶層の外に復元された物体ビームを結合するように適合され、前記位相パターン領
域が、前記各々のホログラムの上方に配置され、又は前記中立領域が、前記各々のホログ
ラムの上方に配置されていることを特徴とするホログラフィ記憶媒体。
【請求項２】
　前記位相パターン領域は、凸凹の表面を有する領域又は不均質な材料からなる領域であ
ることを特徴とする請求項１に記載のホログラフィ記憶媒体。
【請求項３】
　前記位相マスク層上にカバー層をさらに有することを特徴とする請求項１又は２に記載
のホログラフィ記憶媒体。
【請求項４】
　前記ホログラフィ記憶媒体は、ディスク形の記憶媒体であることを特徴とする請求項１
乃至３のいずれかに記載のホログラフィ記憶媒体。
【請求項５】
　前記位相パターン領域又は前記中立領域は、同心環又は螺旋であり、あるいは同心環又
は螺旋として配置された複数の個々の位相パターン領域又は中立領域であることを特徴と
する請求項４に記載のホログラフィ記憶媒体。
【請求項６】
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　前記ホログラフィ記憶媒体は、カード形の記憶媒体であることを特徴とする請求項１乃
至３のいずれかに記載のホログラフィ記憶媒体。
【請求項７】
　前記位相パターン領域又は前記中立領域は、線であり、あるいは線として配置された複
数の個々の位相パターン領域又は中立領域であることを特徴とする請求項６に記載のホロ
グラフィ記憶媒体。
【請求項８】
　複数のホログラムを含むホログラフィ記憶層上に位相マスク層を有し、該位相マスク層
は、位相パターン領域と伝搬ビームの位相前に中立である中立領域とを有するホログラフ
ィ記憶媒体と、参照ビームを生成、又は物体ビームと前記参照ビームを生成する光源を有
する、前記ホログラフィ記憶媒体から読み出し、かつ／又は前記ホログラフィ記憶媒体に
書き込むための装置とを含むシステムにおいて、
　前記参照ビームが、前記位相マスク層の位相パターン領域上に入射し、前記物体ビーム
又は前記復元された物体ビームが、前記位相マスク層の中立領域上に入射するように、前
記物体ビーム又は前記復元された物体ビームの光路に対して傾いて配置されていることを
特徴とするシステム。
【請求項９】
　前記位相パターン領域が、前記各々のホログラムの上方に配置され、又は前記中立領域
が、前記各々のホログラムの上方に配置されていることを特徴とする請求項８に記載のシ
ステム。
【請求項１０】
　前記位相パターン領域が、不規則な領域又は不均質な材料からなる領域であることを特
徴とする請求項８又は９に記載のシステム。
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